
製品特性 ドラッグ・インフォメーション

スイニーはDPP-4を高選択的に阻害します（　　　  ）（68頁）。

1日2回投与で朝・夕ともに食後活性型GLP-1上昇作用及び食後グル
カゴン抑制作用を示しました（39、41～50頁）。

血糖日内変動を改善しました（40頁）。

優れたHbA1c低下作用を発揮し、その効果は52週にわたり持続
しました（14～34頁）。

国内で実施された臨床試験において、1,179例中282例（23.9％）に
臨床検査値異常を含む副作用が認められました。主な副作用は
低血糖症79例（6.7％）、便秘33例（2.8％）、便潜血陽性20例

（1.7％）等でした（35～36頁）。［効能追加承認時］
なお、重大な副作用として低血糖、腸閉塞があらわれることがあり
ます（7頁）。
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効能・効果
2型糖尿病

販売名
成分・含量

添加物

色調・剤形

外形

片面に割線を有する淡黄色のフィルムコーティング錠

１錠中　アナグリプチン　100mg

識別コード Sc312

スイニー錠100mg

組成・性状

ヒドロキシプロピルセルロース、結晶セルロース、クロスポビドン、フマル酸ステアリルNa、
ヒプロメロース、マクロゴール6000、酸化チタン、黄色三二酸化鉄、カルナウバロウ

厚さ3.4mm直径8.1mm 重量155mg

有効成分に関する理化学的知見
一 般 名：Anagliptin アナグリプチン
化 学 名：   -[2-({2-[(2   )-2-Cyanopyrrolidin-1-yl]-2-oxoethyl}amino)-2-methylpropyl]-
 2-methylpyrazolo[1,5-  ]pyrimidine-6-carboxamide
分 子 式：C19H25N7O2

分 子 量：383.45
構 造 式：

性　　状：アナグリプチンは白色～淡黄色の結晶又は結晶性の粉末である。水に極めて溶けやすく、アセ
トニトリル又はメタノールに溶けやすく、エタノール（99.5）にやや溶けやすく、2-プロパノールに
溶けにくく、ヘキサンに極めて溶けにくい。

融　　点：117～119℃
分配係数：0.46（1-オクタノール/水）
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「禁忌を含む使用上の注意」の改訂に十分ご留意ください。

＊2015年12月改訂（第6版）

禁忌
禁忌（次の患者には投与しないこと）

（1）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
（2）重症ケトーシス、糖尿病性昏睡又は前昏睡、1型糖尿病の患者

［輸液及びインスリンによる速やかな高血糖の是正が必須となるので本剤の投与は適さない。］
（3）重症感染症、手術前後、重篤な外傷のある患者

［インスリンによる血糖管理が望まれるので本剤の投与は適さない。］
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